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3．支援2

　支援２として、「支援1」で学んだことを活用す

る場を、授業の終末に設定した。それは、習得と活

用を45分間内で行うことで、よりつながりのある

文章を書ける力を育むことができると考えたからで

ある。

　今回は、ポンプ車の〈し

ごと〉に対する〈つくり〉

を書く場を設定した（図

４）。ただし、いきなり書

かせるのではなく、学級

の子ども達の実態に合わ

せて、〈つくり〉の選択肢

を用意して選ばせること

も支援として考えられる。

4．おわりに

　単元の終末では、乗り物の〈しごと〉と〈つくり〉

についての文章を書いた。書く時には、図鑑を活用し

たが、書かれていることをそのまま書き抜くのではな

く、自分の設定した乗り物の〈しごと〉に合った〈つ

くり〉は何かを考え、言葉にこだわりながらつながり

のある文章を書く子どもの姿が多く見られた。

１．つながりのある文章

　文字と出会ったばかりの１年生にとって、文と文

のつながりを考えながら書くことはとても高次では

あるが、身に付けさせたい力である。そこで、光村

図書の「じどう車くらべ」を学習した後に、救急車

の〈しごと〉と〈つくり〉についての文章を「書く」

活動を設定した。

　下の（A）の文章は、救急車の〈しごと〉と〈つく

り〉がつながっていないが、（B）の文章は、〈しごと〉

に合った〈つくり〉が書かれていることがわかる（図

１）。以降、（B）のような文章を１年生が書けるよう

になるための支援について述べる。

（Ａ）�救急車は、けがをした人を運ぶしごとをしてい
ます。そのために、色が白と赤です。

（Ｂ）�救急車は、けがをした人を運ぶしごとをしてい
ます。そのために、けがした人がねるベッドが
あります。

▲図１　救急車のしごととつくり

2．支援1

　支援１として、救急車の〈しごと〉に対して複数

の〈つくり〉を提示

して、正しい組み合

わせを考える場を

設定した（図２）。

　また、〈つくり〉

の正誤を考える際

に、「なぜそう思ったのか」と問い返し、理由を語ら

せることを意識した（図３）。そうすることで「その

ために」の役割や〈しごと〉と〈つくり〉に書かれて

いる言葉にこだわる子どもの姿が見られると考えた。

（C）�③の「『みちをあけてください』としらせるサイ
レンがあります」がぴったりだと思う。

（T）なぜそう思ったの。
（C）�だって〈しごと〉に「いそいでびょういんにはこ

ぶしごとをしています」と書いてあって、サイレ
ンがあると車がよけてはやくびょういんにつくこ
とができるから。

▲図３　児童（C）と教師（T）の発話記録

▲図４　ワークシート

▲図２　組み合わせを考える


